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VS0195 (2000037430)

100V 50-60Hz

約幅 405.0 mm × 奥行き 156.5 mm × 高さ 69.0 mm

約 1.68 kg

 VS0195 (2000037430)

VS0195

吸引＆密封
密封

水分 少
多

この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料
修理をお約束するものです。したがって、この保証書によって
お客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期
間経過後の修理などについてご不明な点がありましたら、下記
の当社フードセーバーフードセーバーカスタマーセンターにお
問い合わせください。

     （h）付属品等の消耗品の交換。
     （i）   車両船舶などに搭載されて生じた故障および損傷。
     （j）   一般家庭用以外の用途（業務）
     （k）取扱説明書に記載された「安全のご注意」を守られていない場
             合の故障。
3. 直接修理窓口へ送付した場合の送料等や出張修理を行った場合の出
    張料等は、お客様の負担となります。
4. 消耗品は保証対象外となります。
5. 本製品の故障に起因する付随的損害については責任を負いかねます。
6. 保証に関して不明の点がありましたら、当社フードセーバーカスタ
     マーセンターにお問い合わせください。
7. 本書は日本国内においてのみ有効です。
8. 本書は再発行しませんので大切に保管してください。



真空ジッパーバッグを電子レンジで使用する際 （100℃まで） は、

バッグを電子レンジで使用する際 （100℃まで） は、
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フードセーバーカスタマーサービスセンター

野菜を長期間おいしく保存する場



VS0195

吸引＆密封 密封 水分
少

多

吸引＆密封ボタン
密封ボタン
モード切り替えボタン

アクセサリーホース差込口

保管スイッチ

吸引＆密封 密封 水分
少

多

上段スポンジパッキン

下段スポンジパッキン 密封用ヒーター 吸引溝 取り外し可能
ドリップトレー

ロック解除
ボタン

ロック解除
ボタン

 注意：上下段スポンジパッキンは使用による劣化で真空しにくくな
                    ることがございます。その際は、フードセーバーカスタマーサ
             ービスセンターで部品として準備しておりますので、お問い合
             わせください。



吸引＆密封 密封 水分
少

多

オプションアクセサリー（付属品）
１. ハンディーシーラー    
新鮮な食材やおやつなどに最適なフードセーバー®ジッパーバッグや
真空フレッシュボックスと一緒に使用する。

フードセーバー® 真空システムを最大限活用できる
よう、利用者にとって使いやすいデザインのコント
ロールパネルを採用しました

密封中ランプ
　　点滅している時は、密封作業中です。常時点灯していれば、密封作業の終了を意味します。

吸引中ランプ 
　　点滅している時は、吸引作業中です。常時点灯してれば、吸引作業の終了を意味します。

密封ボタン
　　このボタンは３つの用途があります：
　　１.フードセーバー®専用パックロールから袋を作る時に、ボタンを押して、片側を閉じる

ーケリデのどなンパ子菓やーキック、ンパ。合場いたし始開を業作封密、し止停にち直を業作引吸.２
トな食材の潰れをこれで防ぐ

　　３.ヒートシールしている市販の袋商品（ポテトチップスの袋など）を密封する事で、空気の侵入を防ぐ

吸引＆密封ボタン
　　このボタンは３つの用途があります：

.1 食材の吸引・密封保存する際にボタンを押す。吸引が完全に行われるまでモーターが作動し、その
後、自動的に密封する。

　　２.吸引作業を一時停止したい時にボタンを押す（吸引作業中に再度ボタンを押す）。
　　３.ハンディーシーラーを使用する際にボタンを押す。

水分ボタン
水『せわ合に灯点のプンラ定設』多『、はにう行に的動自を封密＆引吸たし適も最に材食い多の気汁

分ボタン』を押します。汁気の少ない、乾燥した食材は『少』をお選びください。

１. 保管スイッチを『オン（ ）』にする
２. フードセーバー® 専用パックロールからバッグをつくる
１)真空パックしたい商品が十分入る長さプラス約10センチほど専用
     パックロールから取り出し、ハサミで切ります。なるべく真っ直
    ぐに切ってください。

２)吸引溝に切った専用パックロールの片側を挿入します。
３)フタを上から押して、カチッと音が鳴るまでロックします。
     運転の準備が整い、ふたが完全にロックされると水分
   『少』モードランプが点灯します。

４)『密封』ボタンを押す
５)密封が完了すると、密封中ランプが点滅から常時点灯に
     切替ります。フタを開けるには、両脇の『ロック解除ボタン』
     を押します。

これで、新しくできたバッグを使用して吸引＆密封ができます。
（次のページを参照）

本機はフードセーバー® 専用パックロール大／小、真空ジッパーバッグ S／ L、
真空ボトルストッパーおよび真空フレッシュボックスに対応しています。 

バッグをワイド接着ヒーターにのせる

OPEN END

密封
水分 少

多

フタを閉じ、ロックする

吸引＆密封
密封

水分 少
多

『密封』ボタンを押す

吸引＆密封 密封 水分
少

多

３.フードセーバー®バッグで吸引＆密封する
１) 食品をバッグに入れ、入れた食材から袋の端まで、必ず10セン
      チ以上の余裕を残します。
２) 本機のふたを上げ、バッグの開いている口の先端を吸引溝の深い
      所に当ててください。
３) ふたを押して、ロックします。運転の準備が整い、ふたが完全にロ
      ックされると『少』モードランプが常時点灯します。
『吸引 & 密封』ボタンを押し、吸引＆密封工程を開始します。
  吸引が完全に行われるまでモーターは作動し、その後、自動的
  に密封します。

)４

５) 密封が完了すると、密封中ランプが点滅から常時点灯に切替
      ります。両端にある『ロック』ボタンを押し、ふたを開け、
       バッグを取り出します。

注意：本機を20 秒間休ませてから、次の吸引・密封を行って下さい。

便利なコツ
バッグの無駄を最小限にするためにも、バッグを本機の奥に入れす
ぎないようにして下さい。

取り外し可能ドリップトレーの端までバッグが掛かるように設置し
てください。

『吸引＆密封』ボタンを押す

吸引＆密封 密封 水分
少

多

ふたを閉じ、ロックする

吸引＆密封
密封

水分 少
多

吸引溝にバッグを設置

SEALED END

OPEN END

密封
水分 少

多



４. フードセーバー® 真空フレッシュボックス（別売り）を使用して
吸引＆密封する

１)真空フレッシュボックスを準備します（真空フレッシュボックスの取扱
     説明書を参照してください）
２)本体の『アクセサリーホース差込口』にハンディーシーラーのアクセサリ
     ーホースの片側をカチッと鳴るまで差し込みます。もう片側は真空フレ
     ッシュボックスに接続します。

３)本体のふたを上から押してロックします。運転の準備が整い、ふたが
     完全にロックされると水分『少』モードランプが常時点灯します。次に
   『吸引＆密封』ボタンを押してください。

４)吸引が完了すると、ランプが常時点灯に切替ります。真空フレッシュ
     ボックスを使用して吸引を行う際も、自動的に密封まで実行されます。

５)アクセサリーホースを本体と接続されている『アクセサリーホース
     差込口』から外す。
６)真空フレッシュボックスのふたを引っ張ってみて、しっかり密封されてい
     るかの確認をしてください。しっかり密封されていれば、動きません。

『吸引＆密封』ボタンを押す

吸引＆密封
密封

水分 少
多

吸引＆密封 密封 水分
少

多

本体の『アクセサリーホース差込口』
とアクセサリー側の『差込口』両側
にハンディーシーラーを接続する

吸引＆密封
密封

水分 少
多

ふたを閉じて、ロックする

吸引＆密封 密封 水分
少

多

５. ハンディーシーラーを真空ジッパーバッグと使用する
ハンディーシーラーは真空ジッパーバッグと併せて使用できます 

１)ジッパーバッグに食材等を入れ、グレーの円が上向きに来る
ように平らにねかせる。バッグの空気を手で押さえて抜き、その
後ジッパーを3/4ほど閉じる。完全にジッパーを閉める前に、
残っている空気をなるべく抜く。

 

２)バッグの上にあるグレーの円の上にハンディーシーラーを押さ
     えつけ、『吸引＆密封』ボタンを押す。

６.  ハンディーシーラーを真空ボトルストッパーと
使用する

７. 吸引＆密封後、フードセーバー® アクセサリーの開け方

１) ハンディーシーラーの透明部分を取り外し、ホースのついている黒い
     上部についている突起部を真空ボトルストッパーに差し込む。

２)『吸引＆密封』ボタンを押す。ランプが消えたら、吸引終了です。

フードセーバー® 真空フレッシュボックス

吸引を解除して開けるには、ダイアルを『解除 ( 開ける)』の位置に回す。

フードセーバー® 真空ボトルストッパー
『ボトルストッパー』を少しずつ引っ張り、捻りながら瓶から外します。

吸引＆密封
密封

水分 少
多



●専用パックロール（大×1）
　パックするときに使用します。

てしトッカてせわ合にさき大の品食 　
使用します。補充用に別売りもご
ざいます。

●真空ジッパーバッグ
　Sサイズ×3
　Lサイズ×2
　補充用に別売りもございます。

●真空ボトルストッパー
   ワインやジュースの
   変質、酸化を防ぐこ
    とができます。

●真空フレッシュボックス
    2021 年から
[サイズ３] 213.5 x 130.7 x 83.4mm
[サイズ５] 213.5 x 130.8 x 112.9mm 
[サイズ８] 213.5 x 130.8 x 162mm 
[サイズ１０] 302.1 x 204.1 x 93mm 

   2020 年まで
[サイズ2] 158 x 79 x 108mm
[サイズ３] 158 x 158 x 80mm
[サイズ５] 158 x 158 x 115mm 
[サイズ８] 158 x 158 x 166mm 
[サイズ１０] 318 x 158 x 111mm 

電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。
絶対に水や液体などに浸けないでください。
ゴムパッキンとドリップトレー付近に食べ物がないかご確
認ください。 ゴムパッキンは水を含む硬く絞ったやわらか
い布で、必要に応じて丁寧に拭き取ってください。上下の
パッキンは取外し可能です。必要であれば、中性洗剤とぬ
るま湯で洗えます。

ドリップトレーは取外し可能なので、少量の液体などが吸
引時に吸い上がってしまっても、お掃除が簡単です。本
機を使用後、毎回必ずドリップトレーを空にしてください。
ドリップトレーは取り外して、中性洗剤とぬるま湯で洗って
ください（又は食洗機の上段に設置して洗うことも可能）。
完全に乾かしてから、ドリップトレーをもとに戻します。

パッキン周りの食材を取り除く

ドリップトレーは持ち上げて取り出す

保管方法
本体を上記のとおり、お手入れしてください。
本体のお手入れが済み、完全に乾いたら、ロックはせずに
ふたを下ろし、『保管（ ）』にスイッチを動かします。この
設定で保管することで、内側のパッキンに不要な圧力が掛
からず、押しつぶしを防ぎます。
絶対に『オン （ ）』に合わせてふたをロックしたまま、保
管しないでください。パッキンが押しつぶされ、操作に不
具合が生じます。

縦に保管 
『保管（ ）』位置に設定してから、本体を縦に保管するこ
とで、場所をとらずキッチンの限られたスペースを有効利
用できます！ 

スイッチを『保管（ ）』に動かす 

吸引＆密封
密封

水分 少
多

吸引＆密封 密封 水分
少

多

密封
水分 少

多



フードセーバー® 専用パックロールからバッ
グをつくる

フードセーバーカスタマーサービスセンター


